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１

あるところに、ランとれいくんとチャンがいました。

この三人でとうにのぼりました。のぼると、とうの上にバ

ケツがありました。

２

そして、チャンとランがバケツに入ろうとしたら、れいく

んが、黒くて長いはじごから上ってきて、横から入ってき

ました。「ぼくのバケツだー」とれいくんは言いました。

れいくんが入ってきた勢（いきお）いでチャンはおちまし

た。「ギャーギャー助けてーだれかー」とチャンはさけび

ました。

３

しかし、おじいさんがおちているチャンをキャッチしまし

た。そしてランとれいくんが「たすかった」と言っており

ました。その時、しあわせの赤い羽が落ちてきました。

４

たまたま通りかかった、やさしい女の子かよがいつも持っ

ている、強い、かたい、黄色いひもでちゃんとおじさんを

バケツにあげ、バケツでアメリカの空を飛び回りました。

とうの上のきせきのバケツ

１

ここは、まぼうのたまごがある森の中です。ラリーとプー

チソは兄弟で、まほうのたまごをもりにさがしにきました。

「どこにあるのかな。とにかくさがそう」とラリーは言い

ました。でもプーチソは「ちょっとこわいよーもう家に帰

ろうよー」とこわがりながら言います。でもラリーは、「せっ

かく来たのだから、あきらめない」と言い、プーチソをひっ

ぱりました。

２

そしてやっとまほうのたまごをみつけだが、ともだちのマ

リアがたまごをまもっていました、ラリーが言いました。

「なぜここに！！」マリアが言いました。「このつばさでと

んできたんだよ」二人ともビックリしていました。

３

しかし、いじわるなまほう使いのおじさんがまほうのたま

ごを一人じめしようとやってきて、まほうでたまごをぬす

みました。「たまごは、ぼくの物だーハッハッハッハー」

すると、たまごがわれて、中のまほうが出てきました。マ

リアがまほうでたまごを守ろうとしました。そしてマリア

とプーチソも勇気を出し、じいさんに石を投げはじめまし

た。

４

そしてラリーのなげた石があたり、おじいさんはおちてし

まいました。そこでおじいさんはあやまって、まほうでた

まごをもとにもどしてくれました。

めでたしめでたし。

まほうのたまごとまほうつかい

１

あるところに仲良しな 3人の家族がいました。3人でかく

れんぼをしていたらマッキ－がバケツの中に入ると 30年
前のロンドンのまちにワープしました。「ワァー！」その

間カールは「おーい、マッキ－どこだー」とさがしていま
した。バケツのそばにマッキ－のぼうしがおちました。

２

マッキ－「ここはどこだ？」30 年前のカール「何をしてい
るんだい？」マッキ－「あなたはだれ？」カール「わたし
はカールだ」マッキ－「え？カールおじいちゃん？」
カール「なんのことだい」マッキ－「あーそうか、ぼくは
むかしにワープしてしまったんだ。どうしよう」

カール「１人かい？家に来ないかい」

マッキ－「あぁおなかもすいたし、いってみよう」
こうしてマッキ－はむかしのカールの家に行くことになり
ました。

３

いえにつくとごちそうをたべておなかいっぱいになりまし

た。そこでマッキ－はむかしのカールに今までのことをは
なしました。するとカールは「もういちどバケツに入ると

もどるんじゃないか？」と言いました。さっそくためして

みることにしました。

４

マッキ－「じゃあバイバイ。ありがとうむかしのカールお
じいちゃん」カール「元気でな」マッキ－「バイバーイ」
マッキ－はもとの時代にもどってきました。
カール「おぉマッキ－どこにいってたんじゃ？しんぱいし
たぞ。さぁかえってごはんをたべよう」マッキ－「おじい
ちゃんごめんなさい」

そしてマッキ－は今までのことを話しました。マッキ－は
今でもあのことをわすれません。

マッキ－のふしぎな旅

１

むかしむかし２億（おく）５千年前、さとしくんという少

年がいました。さとしくんはまほうのたまごをもっていま

した。さとしくんがすんでいるところはきょうりゅうがす

むどうぶつの森という所です。この森にはわるいまじょの

バギーとヘレンもすんでいました。さとしくんはたまごの

ことがとても不思議でたまりませんでした。「このたまご

はなんなんだろう」さとしくんは毎日気になっていました。

そのようすをバギーがみていました。「あのたまごをとっ

てやる」バギーはそう言って森の中に消えました。

２

さとしくんはたまごの正体をしるために、森のいろいろな

どうぶつにはなしをききました。ウサギにききにいきまし

た。「ウサギさん。ぼくのたまごの正体しってる？」「」し

らないねぇ」さとしがガッカリしながら森をあるいている

と、空からなぞのハネがふわふわとおちてきました。

３

さとしくんがハネをとろうとするとバギーがよこどりして

きました。ハネをとったバギーはどんどん大きくなって巨

人（きょじん）になってしまいました。さとしくんはびっ

くりしました。「だれか助けて」さとしくんは言いました。

するとたまごがもえて中からフェニックスが出てきまし

た。しかしバギーたちもまほうでこうげきしてきました。

ヘレン「おらおらおらー」さとし「フェニックスがんばって」

４

するとふわふわとけむりがでてきて、バギーがもとにもど

りました。バギー「うわぁー」そして地面からくきがでて

きてバギーにからみつきました。バギー「うわぁー」バギー

はみうごきがとれなくなりました。そのあいだにフェニッ

クスがこうげきをしてたおしました。たまごの正体もわ

かってさとしくんはうれしくなりました。そしてまた森は

平和になりました。

さとしとふしぎなたまご

１

あるところにおばあさんが住んでいました。そのおばあさん

には兄妹のまごがいました。今日この街では年に一度のお祭

りが開かれます。お祭りの準備（じゅんび「）をまごの 2人

も手伝っていました。その帰り、兄妹は道がわからなくなっ

てしまい、迷子（まいご）になりました。「うわーん・・・

こわいよぉ・・・」妹のイーリスは泣き出してしまいました。

するとそこにバケツが空から落ちてきました。

２

そしてバケツの中には、まきものが入っていました。ピーター

はそれを読みました。「とうの上に行くな」二人は、まきも

のの通りにしました。そこにアーリスさんが通りかかりまし

た。「何をしているんだい。道にまよったのかい」といいま

した。二人はうんとうなずきました。

３

ところが、おばあさんも迷子でした。そのとき雨がふってき

ました。3人はあわててとうにかけこみ、雨やどりをしよう

と思いました。でもそのとうにはおばけがいたのです！ピー

ターは先に出てしまいました。イーリスとおばあさんはおび

えながらゆっくり外に出ました。

４

三人はにげました。にげてにげてにげて後をふりかえると自

分の家がありました。「あ、家だ」こうして三人は家にかえ

りました。　

おしまい

おばけのとう

１

むかしむかし、あるところに、モートンと、ミスターと、

レミーが、森にすんでいました。モートンが木を切りに出

かけました。しばらく歩くと、たまごをみつけました。モー

トンはたまごを家にもってかえることにしました。

２

そして家につきました。たまごをわろうとしたら、たまご

にひびが入って、たまごから雲のような未確認生命体（み

かくにんせいめいたい）が出てきました。モートンはそれ

を「たまごろう」と名づけました。たまごろうはふわふわ

していました。

３

なんと、たまごろうはりゅうでした。どんどん大きくなり、

家の高さをこえました。たまごろうはおなかがすいていた

ので、お肉を買いにいきました。そしてばくばくと食べま

した。

４

たまごろうは恩（おん）返しとして、モートンとレミーと

ミスターを乗せて空を飛びました。そしてみんなが行って

みたかった場所につれていってくれました。モートンたち

はたまごろうのために家を作ってあげました。たまごろう

はその家にすみ、今でもモートンたちと仲良しのようです。

森の中のふしぎなタマゴ




